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花ちゃん 「オー君
くん

！いよいよ秋
あき

ですね。お空
そら

が真
ま

っ青
さお

で気持
き も

ちいいですね。」 

オー君  「そうだね。校庭
こうてい

のコスモスも満開
まんかい

だね。コスモスってきれいなお花
はな

だね。」 

花ちゃん 「そのとおり。わたし、コスモス大好
だ い す

き。ピンクのお花
はな

がいっぱい咲
さ

いて、 

国立七
くにたちなな

小
しょう

の校庭
こうてい

は最高
さいこう

ですね。」 

オー君  「あれあれ？ねえねえ花ちゃん。とてもいいにおいがするけど何
なに

かな。」 

花ちゃん 「そういえば、いいかおりね。気持
き も

ちよくなるし、心
こころ

もやすらぐわね。何
なに

があ

るのかな。どこからするのかな？そうだ。校庭
こうてい

をてくてくして見
み

つけよう。」 

ギンモクセイ（モクセイ科） 



オー君  「あ！あれだ。オレンジ色
いろ

の小
ちい

さな花
はな

がついている木
き

だよ。」 

花ちゃん 「思
おも

い出
だ

したわ。これはキンモクセイだわ。とてもよいかおりね。」 

オー君  「モンタ博士
は か せ

にも教
おし

えてあげよう。」 

花ちゃん 「モンタ博士
は か せ

！キンモクセイがとてもいいかおりです。」 

モンタ博士「よく気
き

がついたね。えらいね。そういうものに気がつくことが素晴らしいね。

ステキだね。秋
あき

になると風
かぜ

が気持
き も

ちいいね。あれこれと、秋
あき

の花
はな

が咲
さ

いて目
め

を

楽
たの

しませくれるね。キンモクセイはモンタ博士
は か せ

もお気
き

にいりの花
はな

なんだ。」 

花ちゃん 「モンタ博士、キンモクセイというのは、ふだんはあまり目立
め だ

たない木
き

ですね。」 

モンタ博士「そうだね。１年
ねん

中葉
じゅうは

っぱをつけている木
き

であまり変化
へ ん か

がないけど、花
はな

の時
とき

 

だけ、この一週間
しゅうかん

くらいだけだけど、そのすばらしさを見
み

せてくれるね。」 

オー君  「花
はな

はとても小
ちい

さいけど、たくさんあるから、いいかおりがすんですね。」 

モンタ博士「そうだ。このキンモクセイの花
はな

はオレンジ色
いろ

だけど、白
しろ

っぽい花
はな

あってね、 

それを『ギンモクセイ』というんだよ。この前
まえ

、ある所
ところ

で見
み

つけてね、 

みんなに見せたくてもらってきたんだ。校長室前
こうちょうしつまえ

においとくから、キンモク 

セイと見比
み く ら

べてごらん。何
なに

か気
き

がつくことや大発見
だいはっけん

があるかもね。」 

オー君  「キンモクセイがかおったり、コスモスがたくさん咲
さ

いたり、とてもいい季節
き せ つ

で

すね。秋
あき

の虫
むし

の鳴
な

き声
ごえ

もよく耳
みみ

にするね。」 

モンタ博士「そのとおりだね。いよいよ来週
らいしゅう

からは１０月だね。」 

花ちゃん 「まさに秋
あき

本番
ほんばん

というところですね。」 

モンタ博士「そうだね。カレンダーがめくりながら季節
き せ つ

を知
し

るのではなく、自然
し ぜ ん

のいろい

ろな様子
よ う す

に気
き

づいてほしいね。」 

花ちゃん 「この国立七
くにたちなな

小
しょう

の近
ちか

くには、谷
や

保
ほ

天神
てんじん

の森
もり

もあれば、多摩
た ま

川
がわ

がつくったハケの

林
はやし

もいっぱいですね。生
い

き物
もの

もいっぱいですね。」 

モンタ博士「これからも身
み

のまわりの自然
し ぜ ん

の姿
すがた

にも目
め

を注
そそ

ぎ、すてきな感性
かんせい

を培ってほし

いと願っていますね。」 

オー君  「ハイ！よーくわかりました。みんなで楽
たの

しくてくてくしよう。」 

花ちゃん 「みんなで、わくわくドキドキと、てくてくしていきましょう。」 


